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保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
月
2
5
日
ま
で

　
保
育
所
で
は
、
昭
和
六
十
年
度

の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
中

で
す
。
三
歳
児
以
上
の
該
当
者
に

は
案
内
書
を
さ
し
あ
げ
ま
し
た
が
、

未
満
児
の
方
に
は
案
内
は
出
し
て

あ
り
ま
せ
ん
、
入
所
希
望
の
方
は

一
月
二
十
五
日
ま
で
に
各
保
育
所

ま
た
は
、
役
場
の
福
祉
係
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
．

　
入
所
決
定
通
知
は
、
三
月
初
旬

ま
で
に
各
家
庭
へ
送
付
し
ま
す
。

▽
｛
疋
員

○
松
之
山
保
育
所

○
松
里
保
育
所

○
浦
田
保
育
所

○
布
川
保
育
所

▽
入
所
基
準

⊥
ハ
○
人

よ
ハ
○
人

五
〇
人

三
〇
人

○
保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
幼
児

　
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

○
保
護
者
が
疾
病
等
の
た
め
乳
幼

　
児
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

○
町
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
。

▽
保
育
料

　
国
の
基
準
に
も
と
、
づ
い
た
、
町

　
の
基
準
額
表
に
よ
る
。
世
帯
の

　
扶
養
義
務
者
全
員
（
父
母
・
祖

　
父
母
等
）
の
課
税
額
に
よ
り
算

｛
疋
し
ま
す
．

※
入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て
不
明

　
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
の

　
福
祉
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

　
い
。

科
学
万
博
3
月
1
7
目
か
ら

　
茨
城
県
の
筑
波
研
究
学
園
都
市
　
　
社
会
を
展
望
し
て
く
だ
さ
い
。

で
”
科
学
万
博
つ
く
ば
駕
”
が
、
　
　
　
会
場
の
広
さ
は
、
後
楽
園
球
場

三
月
十
七
日
か
ら
九
月
十
六
日
ま
　
　
の
約
九
十
倍
で
、
A
か
ら
H
ま
で

で
の
半
年
間
開
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
の
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
、
国

　
テ
ー
マ
は
「
人
間
・
居
住
・
．
環
　
　
内
や
国
外
の
展
示
館
、
広
場
が
あ

境
と
科
学
技
術
」
で
、
わ
た
し
た
　
　
る
。
特
に
、
会
場
の
ほ
ぼ
中
央
に

ち
に
豊
か
な
生
活
を
も
た
ら
す
科
　
　
は
政
府
出
展
の
「
テ
ー
マ
館
」
（
各

，
学
技
術
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
　
　
種
ロ
ボ
ッ
ト
や
宇
宙
開
発
な
ど
、

　
こ
の
科
学
万
博
で
未
来
の
生
活
　
　
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
科
学
技
術
の

を
先
ど
り
し
て
、
二
十
一
世
紀
の
　
　
姿
を
多
面
的
に
紹
介
）
「
歴
史
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
が
国
の
科
学
技
術
の
発
展
を

★
●
號
鱗
ザ
に
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
学
万
博
の
入
場
料
金
は
、
大

　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
が
二
千
七
百
円
（
二
十
三
歳
以

★
　
堅
講
購
報
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占
　
　
東
東
　
，
、

東
北
白
動
中
、
遺
　
　
　
　
　
　
　
べ

こ
よ
み

■
1
2
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
上
蝦
池
冬
季
分
校
開
校

　
　
　
除
雪
要
員
の
打
合
せ
会

3
日

’
4
日

118
日日

28　26　21　　　　19　　　　18　17　16　15　　　　14　12

日日日日日日日日日日
■
－
月
の
予
定

15
日

16
日

ス
キ
ー
場
従
業
員
打
合
せ

△
云農
業
団
体
等
職
員
連
絡
会

議議
会
総
民
委
員
会

工
業
統
計
説
明
会

婦
人
会
・
杜
会
福
祉
協
議

会
合
同
の
歳
末
慰
問

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
竣
功
式

教
職
貝
宿
舎
落
成
式

（
大
松
荘
）

ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

ス
キ
：
場
オ
ー
プ
ン

議
会
産
経
委
員
会

農
業
団
体
等
職
員
連
絡
会

議松
里
土
地
改
良
組
合
役
員

ム
五議

会
定
例
会
（
22
日
ま
で
）

農
業
委
員
ム
云

出
稼
帰
省
、
、
ハ
ス
（
3
1
日
ま

で
）松

之
山
温
泉
奇
祭
・
婿
投

げ
・
す
み
ぬ
り
祭

第
3
5
回
上
越
地
区
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
「
ア
ル
ペ
ン
」

（
1
7
日
ま
で
）
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昨冬の豪雪を上回る1月の降雪量●12月

災
害
救
助
条
例
が
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8
世
帯
を
救
助

　
暖
冬
と
み
ら
れ
て
い
た
今
年
の

冬
も
十
二
月
下
旬
の
集
中
豪
雪
で

正
月
は
三
眉
に
も
達
す
る
豪
雪
と

な
り
、
一
月
に
入
っ
て
も
雪
は
止

ま
ず
二
年
続
き
の
大
雪
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
冬
の
降
雪
量
は
十
二
月
、
一

月
と
も
昨
年
の
量
を
こ
え
て
お
り
、

役
場
の
観
測
で
は
昨
冬
の
十
二
月

が
五
七
一
仕
．
、
今
冬
が
七
五
二
稗
、
、

｛
月
が
昨
年
九
七
四
飛
．
、
今
冬
｝
、

〇
六
〇
仕
、
と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
冬
は
二
月
に
入
っ
て
も
降
り

続
き
、
観
測
史
上
最
深
の
雪
と
な

っ
て
い
る
だ
け
に
、
今
年
の
二
月

の
降
雪
量
が
心
配
さ
れ
る
。

　
こ
の
豪
雪
の
た
め
十
二
月
三
十

日
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
、
一
月

十
七
日
に
は
雪
害
対
策
本
部
に
切

り
替
え
て
対
策
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
一
月
十
八
日
に
は
県
の
救
助
条

例
が
適
用
さ
れ
、
老
人
世
帯
や
身

障
者
、
母
子
世
帯
な
ど
五
十
八
世

帯
が
こ
の
条
例
に
該
当
し
、
家
屋

の
除
排
雪
に
あ
た
っ
た
。

　
な
お
県
の
救
助
条
例
は
一
月
二

十
八
日
、
十
日
間
延
長
（
二
月
六

日
ま
で
）
さ
れ
て
い
る
。

　
対
策
本
部
で
は
県
内
各
地
で
人

身
事
故
な
ど
が
起
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
欲

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

▽
な
だ
れ
の
危
険
カ
所
は
充
分
注

　
意
す
る
。
、

▽
屋
根
雪
除
雪
中
の
転
落
に
注
意
。

▽
プ
ロ
。
ハ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
周
囲

　
の
除
雪
を
す
る
。

▽
ス
ト
ー
ブ
・
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば

　
の
干
し
物
に
注
意
。

▽
非
常
時
の
避
難
口
を
確
保
す
る
。

▽
路
面
の
凍
結
に
よ
る
車
の
ス
リ

　
ツ
プ
に
注
意
。
　
（
チ
ェ
ー
ン
を

　
つ
け
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
）

▽
歩
行
者
は
除
雪
道
路
の
足
元
に

　
注
意
。

1
月
1
6
日

　
　
　
　
湯
本
で
雪
崩

　
一
月
十
六
日
午
後
九
時
こ
ろ
湯

本
、
頸
城
自
動
車
車
庫
の
裏
山
で

表
層
雪
崩
が
発
生
、
な
だ
れ
は
車

庫
の
壁
を
破
り
、
自
動
車
三
台
が

小
破
し
た
。
（
雪
崩
の
規
模
”
長
さ

三
百
灯
、
幅
二
十
眉
、
高
さ
O
・

七
レ
川
）

m

積雪量の変化（役場調べ）

59豪雪

今冬の豪雪

＼
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1
　
　
　
　
　
　
　
1

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

2月

1日

2日

3日

4日

『
大
ケ
ヤ
キ
」
ワ
イ
ヤ
ー
を
支
え
に

じ
っ
と
春
を
待
つ

　
昨
年
の
大
雪
で
、
天
然
記
念
物

「
大
樫
」
の
幹
の
一
部
が
根
元
か
ら

折
れ
て
一
年
。
ま
た
今
冬
も
大
雪

の
中
ワ
イ
ヤ
ー
に
支
え
ら
れ
て
春

の
訪
れ
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
。

　
こ
の
大
樫
は
樹
齢
二
千
年
と
い

わ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
に
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
周
囲
十

五
肩
、
高
さ
三
十
眉
も
あ
る
全
国

屈
指
の
大
木
、
町
の
観
光
名
物
の

勾

一
つ
で
毎
年
大
勢
の
人
が
訪
れ
て

い
る
。

　
昨
年
の
折
れ
口
か
ら
は
、
大
き

な
空
洞
と
根
の
㎝
部
に
亀
裂
も
見

え
、
専
門
家
の
調
査
で
も
生
き
る

の
は
五
分
五
分
と
い
う
厳
し
い
結

果
が
出
て
お
り
、
二
千
年
の
老
木

だ
け
に
関
係
者
の
心
配
は
大
き
い
。

　
今
冬
の
大
雪
も
の
り
こ
え
て
、

樹
勢
を
盛
り
返
し
て
欲
し
い
。

豪雪に耐える大棒

　
雪
崩
が
あ
っ
た
十
六
日
は
、
翌
日
朝
ま
で
に
、

一
日
の
降
雪
量
と
し
て
は
今
冬
最
高
（
一
三
七
抽
ン
）

を
記
録
し
て
い
た
。

▼
車
庫
を
襲
っ
た
雪
崩

ぐ
湯
本
の
雪
崩
現
場
（
十
七
日
朝
撮
影
）

躍劇
』

、
義
鯛

　
　
譲
．
．
、
ミ
　
　
～
顧
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歩
行
者
は
除
雪
道
路
の
足
元
に

　
注
意
。

1
月
1
6
日

　
　
　
　
湯
本
で
雪
崩

　
一
月
十
六
日
午
後
九
時
こ
ろ
湯

本
、
頸
城
自
動
車
車
庫
の
裏
山
で

表
層
雪
崩
が
発
生
、
な
だ
れ
は
車

庫
の
壁
を
破
り
、
自
動
車
三
台
が

小
破
し
た
。
（
雪
崩
の
規
模
”
長
さ

三
百
灯
、
幅
二
十
眉
、
高
さ
O
・

七
レ
川
）

m

積雪量の変化（役場調べ）

59豪雪

今冬の豪雪

＼

月　　12 1 2 3 4

m
5

4

3

2

月

雪の記録一1月一

　　　　役場調べ

積雪
　　　cm

282

270

260

255

274

317

321

323

297

282

275

264

255

310

356

337

425

432

398

375

363

350

341

343

363

395

390

363

376

403

390

　雪降（

8
　
　
0
　
　
Q
“
　
6
乙
　
　
9
　
　
ウ
臼

り
乙
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
3
　
　
7

旧
細
細
姻
田
田

49）

59）

　　3）

　　0）

10）

　　0）

　　0）

56）

117）

13〉

137）

76）

1
0
5
Q
6
3
1
5
8

1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
G
乙
　
　
5
　
　
7
　
　
4

0
　
　
9

　
3
6
　
　
6

6
　
　
2

372

373

355

355

ω
鋤
ω
萄

　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日
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27日
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29日
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31日
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1日

2日
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『
大
ケ
ヤ
キ
」
ワ
イ
ヤ
ー
を
支
え
に

じ
っ
と
春
を
待
つ

　
昨
年
の
大
雪
で
、
天
然
記
念
物

「
大
樫
」
の
幹
の
一
部
が
根
元
か
ら

折
れ
て
一
年
。
ま
た
今
冬
も
大
雪

の
中
ワ
イ
ヤ
ー
に
支
え
ら
れ
て
春

の
訪
れ
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
。

　
こ
の
大
樫
は
樹
齢
二
千
年
と
い

わ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
に
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
周
囲
十

五
肩
、
高
さ
三
十
眉
も
あ
る
全
国

屈
指
の
大
木
、
町
の
観
光
名
物
の

勾

一
つ
で
毎
年
大
勢
の
人
が
訪
れ
て

い
る
。

　
昨
年
の
折
れ
口
か
ら
は
、
大
き

な
空
洞
と
根
の
㎝
部
に
亀
裂
も
見

え
、
専
門
家
の
調
査
で
も
生
き
る

の
は
五
分
五
分
と
い
う
厳
し
い
結

果
が
出
て
お
り
、
二
千
年
の
老
木

だ
け
に
関
係
者
の
心
配
は
大
き
い
。

　
今
冬
の
大
雪
も
の
り
こ
え
て
、

樹
勢
を
盛
り
返
し
て
欲
し
い
。

豪雪に耐える大棒

　
雪
崩
が
あ
っ
た
十
六
日
は
、
翌
日
朝
ま
で
に
、

一
日
の
降
雪
量
と
し
て
は
今
冬
最
高
（
一
三
七
抽
ン
）

を
記
録
し
て
い
た
。

▼
車
庫
を
襲
っ
た
雪
崩

ぐ
湯
本
の
雪
崩
現
場
（
十
七
日
朝
撮
影
）

躍劇
』

、
義
鯛

　
　
譲
．
．
、
ミ
　
　
～
顧
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≒
1

まつのやま（4）

転
作
面
積
決
ま
る

　
今
年
の
水
田
再
編
対
策
の
転
作

目
標
面
積
と
米
の
売
り
渡
し
申
し

込
み
限
度
数
量
の
配
分
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
町
へ
の
配
分
面
積
は
七
六
・
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
昨
年
八
一
・
六
）

売
渡
申
込
限
度
数
量
は
、
二
四
五

万
四
、
八
四
〇
キ
ロ
と
な
り
ま
し

た
。　
昭
和
六
十
年
度
の
転
作
目
標
面

積
を
ゆ
と
り
あ
る
米
管
理
の
確
保

と
三
度
の
過
剰
発
生
防
止
と
の
両

面
か
ら
、
本
対
策
の
円
滑
な
推
進

を
図
る
た
め
、
全
国
で
二
万
六
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
県
で
一
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
町
で
五
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
緩
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
米
の
売
渡
申
込
み
が

限
度
数
量
に
満
た
な
い
の
で
、
こ

れ
以
上
耕
作
面
積
を
減
ら
し
た
く

な
い
と
い
う
考
え
で
、
前
年
同
様

個
人
へ
の
割
当
は
、
し
な
い
方
針

で
す
．

　
農
家
戸
々
の
自
主
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和60年度　町への配分数量

　　昭和60年度転作目標面積76．3ha

　　昭和60年産米事前売渡

　　　　　申し込み限度数量　2．454．840kg

　　〔1る12陥難〕（40’914俵）

59年度転作実施面積

59年度転作実績
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　保全管理．　転作等面積
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13％　　1。2．3％　永年性作物
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野　菜　　　12．9ha
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た1よ』こ　　　　　　　2．0

あずき　　　　　1．9

水田養魚　　　6．7
林　地　　　　　5．5
その他　　　　　0．5

　計　　　　 30．4

実施戸数 転作目標面積 　　　　’転作実施面積 達成率

松之山 13　戸 　　a340 348．2　a 102．4

兎　口 6 67 69．4 103．5

光　間 8 93 96．2 103．4

新　山 6 47 49．2 105．9

水　梨 24 262 264．1 100．8

小　谷 11 195 199．9 102．5

大荒戸 17 190 194．6 102．4

下川手 18 122 125．9 103．1

上川手 31 320 326．7 102．1

湯　山 19 221 227．7 103．0

五十子平 ll 86 88．6 103．0

坪　野 5 111 114．4 103．0

赤　倉 5 134 137．0 102．2

東　山 4 54 55．9 103．5

湯　本 18 144 148．1 102．8

天水越 39 513 523．3 102．G

天水島 30 826 842．7 109．6

藤　倉 11 250 252．4 1〔）2．2

中　尾 15 195 201．2 ll）3，1

東　”1 14 78 80．6 103．3

ヒ蝦池 18 256 263．2 102．8

下蝦池 6 64 66．5 1〔）3．9

小　計 329 4，568 4，676．4 102．3

藤　原 4 46 47．0 11）2．1

曽　根 19 248 253．6 102．2

新　田 12 164 168．3 102．6

．ヒの山 5 230 237．1 103．0

湯之島 20 176 180．5 102．5

中立山 12 683 692．0 1〔）1．3

田麦立 14 406 411．2 101．2

月　池 6 220 225．7 102．5

坂　中 5 128 131．1 1〔）2．4

豊　田 20 397 405．7 102．1

北浦田 18 380 389．8 1〔）2。5

西之前 15 145 149．5 103．1

黒　倉． 23 369 375．9 1（｝1．8

小　計 173 3，592 3，667．4 102．1

合　計 502 8，160．0 8，343．呂 1（12．2

㍑懸

高校スキー

大会で健闘
人が全国大会に出場

佐
藤

・
小
野
塚
選
手

全
国
大
会
に
出
場

　
ス
キ
ー
の
季
節
と
な
り
、
各
種

大
会
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
、
地

元
選
手
が
大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
旭
川
で
開
催
さ
れ
る
、

全
国
中
学
ス
キ
i
大
会
（
二
月
八

日
～
十
一
日
）
に
は
大
回
転
で
佐

藤
一
徳
（
天
水
越
）
距
離
十
キ
ロ

で
小
野
塚
修
（
上
蝦
池
）
の
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
福
島
県
猪
苗
代
の
イ
ン
タ
ー
ハ

ィ
（
二
月
六
日
～
七
日
）
に
は
、

大
回
転
・
回
転
の
両
種
目
に
長
沢

伸
彦
（
天
水
島
）
大
回
転
に
柳
隆佐藤一徳くん

晃
（
湯
本
）
回
転
に
村
山
英
明
（
湯

本
）
の
三
名
が
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
第
四
十
四
回
冬
期
国
体

群
馬
県
片
品
高
原
二
一
月
二
十
～

二
十
三
臥
）
に
は
大
回
転
・
回
転
成

年
で
柳
｝
成
（
湯
本
）
・
少
年
の
部

で
柳
隆
晃
（
湯
本
）
長
沢
伸
彦
（
天

水
島
）
の
各
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、
地
元
出
身
者
で
佐
藤
寿
夫

（
天
水
越
）
は
勤
務
地
で
あ
る
神

奈
川
県
代
表
と
し
て
こ
の
大
会
に

出
場
予
定
で
す
。
郷
土
の
選
手
の

健
闘
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
パ
イ
に
三
人

　
　
　
　
　
　
　
国
体
に
二
人
出
場

小野塚修くん

長沢伸彦くん柳隆晃くん村山英明くん

　
中
学
ス
キ
ー
上
越
大
会

▽
ア
ル
ペ
ン
（
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
）

大
回
転
（
男
子
）

　
一
位
　
佐
藤
一
徳
（
松
中
）

　
四
位
　
久
保
田
正
志
（
松
中
）

回
転
（
男
子
）

　
六
位
　
佐
藤
一
徳
（
松
中
）

　
七
位
　
久
保
田
正
志
（
松
中
）

　
十
位
　
高
橋
雄
一
（
松
中
）

回
転
（
女
子
）
■

＋
キ
・

　
六
位
　
小
野
塚
修
（
松
中
）

　
十
位
　
村
山
由
美
子
（
松
中
）

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
池
の
平
）

　
十
八
位
　
小
林
要
太
（
松
中
）

▽
リ
レ
i

　
三
位
　
松
之
山
中
学
校

　
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

▽
ア
ル
ペ
ン
（
津
南
）

大
回
転

　
八
位
　
佐
藤
｝
徳
（
松
中
）

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
十
日
町
）

　
七
位
　
小
野
塚
修
（
松
中
）

県
高
校
総
体

▽
ア
ル
ペ
ン
（
津
南
）

大
回
転

　
六
位
　
柳
隆
晃
（
松
之
山
高
）

　
八
位
　
長
沢
伸
彦
（
松
之
山
高
）

回
転
　
六
位
　
長
沢
伸
彦
（
松
之
山
高
）

　
七
位
　
村
山
英
明
（
松
之
山
高
）

県
ス
キ
ー
選
手
権

▽
ア
ル
ペ
ン
（
赤
倉
）

大
回
転

少
年
の
部

　
二
位
　
柳
隆
晃
（
松
之
山
高
）

　
四
位
　
長
沢
伸
彦
（
松
之
山
高
）

成
年
一
部

　
二
位
　
柳
一
成
（
近
畿
大
学
）

入
札
結
燥
眉
▽
産
第
二
十
九
号
・
耕
地
災
害
復
旧

　
頭
首
工
復
旧
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
七
σ
○
万
円
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国
大
会
に
出
場

　
ス
キ
ー
の
季
節
と
な
り
、
各
種

大
会
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
、
地

元
選
手
が
大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
旭
川
で
開
催
さ
れ
る
、

全
国
中
学
ス
キ
i
大
会
（
二
月
八

日
～
十
一
日
）
に
は
大
回
転
で
佐

藤
一
徳
（
天
水
越
）
距
離
十
キ
ロ

で
小
野
塚
修
（
上
蝦
池
）
の
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
福
島
県
猪
苗
代
の
イ
ン
タ
ー
ハ

ィ
（
二
月
六
日
～
七
日
）
に
は
、

大
回
転
・
回
転
の
両
種
目
に
長
沢

伸
彦
（
天
水
島
）
大
回
転
に
柳
隆佐藤一徳くん

晃
（
湯
本
）
回
転
に
村
山
英
明
（
湯

本
）
の
三
名
が
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
第
四
十
四
回
冬
期
国
体

群
馬
県
片
品
高
原
二
一
月
二
十
～

二
十
三
臥
）
に
は
大
回
転
・
回
転
成

年
で
柳
｝
成
（
湯
本
）
・
少
年
の
部

で
柳
隆
晃
（
湯
本
）
長
沢
伸
彦
（
天

水
島
）
の
各
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、
地
元
出
身
者
で
佐
藤
寿
夫

（
天
水
越
）
は
勤
務
地
で
あ
る
神

奈
川
県
代
表
と
し
て
こ
の
大
会
に

出
場
予
定
で
す
。
郷
土
の
選
手
の

健
闘
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
パ
イ
に
三
人

　
　
　
　
　
　
　
国
体
に
二
人
出
場

小野塚修くん

長沢伸彦くん柳隆晃くん村山英明くん

　
中
学
ス
キ
ー
上
越
大
会

▽
ア
ル
ペ
ン
（
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
）

大
回
転
（
男
子
）

　
一
位
　
佐
藤
一
徳
（
松
中
）

　
四
位
　
久
保
田
正
志
（
松
中
）

回
転
（
男
子
）

　
六
位
　
佐
藤
一
徳
（
松
中
）

　
七
位
　
久
保
田
正
志
（
松
中
）

　
十
位
　
高
橋
雄
一
（
松
中
）

回
転
（
女
子
）
■

＋
キ
・

　
六
位
　
小
野
塚
修
（
松
中
）

　
十
位
　
村
山
由
美
子
（
松
中
）

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
池
の
平
）

　
十
八
位
　
小
林
要
太
（
松
中
）

▽
リ
レ
i

　
三
位
　
松
之
山
中
学
校

　
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

▽
ア
ル
ペ
ン
（
津
南
）

大
回
転

　
八
位
　
佐
藤
｝
徳
（
松
中
）

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
十
日
町
）

　
七
位
　
小
野
塚
修
（
松
中
）

県
高
校
総
体

▽
ア
ル
ペ
ン
（
津
南
）

大
回
転

　
六
位
　
柳
隆
晃
（
松
之
山
高
）

　
八
位
　
長
沢
伸
彦
（
松
之
山
高
）

回
転
　
六
位
　
長
沢
伸
彦
（
松
之
山
高
）

　
七
位
　
村
山
英
明
（
松
之
山
高
）

県
ス
キ
ー
選
手
権

▽
ア
ル
ペ
ン
（
赤
倉
）

大
回
転

少
年
の
部

　
二
位
　
柳
隆
晃
（
松
之
山
高
）

　
四
位
　
長
沢
伸
彦
（
松
之
山
高
）

成
年
一
部

　
二
位
　
柳
一
成
（
近
畿
大
学
）

入
札
結
燥
眉
▽
産
第
二
十
九
号
・
耕
地
災
害
復
旧

　
頭
首
工
復
旧
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
七
σ
○
万
円
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小
正
月
の
伝
統
行
事

　
　
　
　
　
　
『
婦
投
げ
』

　
松
之
山
温
泉
の
奇
祭
「
婿
投
げ
」

と
「
す
み
ね
り
祭
」
が
、
今
年
も

一
月
十
五
日
午
後
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
た
．

　
午
後
二
時
す
ぎ
、
地
元
の
青
年

達
に
か
つ
が
れ
て
和
服
姿
の
婿
さ

　
　
礒
．
掴
『

　　6迎慈

ぞ
藤
謬

『
す
み
ぬ
ワ
祭
』

ん
二
人
（
佐
藤
正
男
さ
ん
と
高
橋

勉
さ
ん
）
が
薬
師
堂
に
到
着
、
お

神
酒
を
い
た
だ
い
た
後
胴
上
げ
さ

れ
、
薬
師
堂
前
の
五
肩
も
あ
る
ガ

ケ
下
に
”
一
、
二
の
三
”
の
か
け

声
と
と
も
ピ
投
げ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
》
7
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

通
信
制
の
生
徒
募
集

　
　
　
　
　
　
　
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校

　
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
の
通

信
制
で
は
、
二
月
二
十
一
日
か
ら

昭
和
六
十
年
度
生
徒
の
願
書
受
付

を
行
い
ま
す
。

　
通
信
制
課
程
は
、
働
き
な
が
ら

主
と
し
て
自
宅
で
受
け
る
通
信
教

育
で
、
高
等
学
校
の
学
力
と
卒
業

資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
入
学
資
格

一
、 二の三のかけ声で5メートルもあるガケに婿を
投げる荒っぽい行事

　
中
学
卒
業
（
見
込
）
ま
た
は
、

　
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有

　
す
る
者
。
性
別
、
年
齢
に
制
限

　
な
し
。

▽
募
集
コ
ー
ス

●
卒
業
コ
ー
ス
（
普
通
科
）

●
科
目
別
コ
ー
ス
（
希
望
す
る
｝

　
部
科
目
の
み
の
履
修
）

▽
願
書
受
付
期
間

麩

　
す
み
ぬ
り
祭
は
午
後
三
時
過
ぎ
、

婿
投
げ
の
あ
っ
た
す
ぐ
と
な
り
の

高
台
の
広
場
で
行
わ
れ
た
。

　
神
主
の
お
祓
い
の
後
、
高
さ
五

灯
ほ
ど
の
大
き
な
サ
イ
ノ
神
に
、

婿
投
げ
さ
れ
た
二
組
の
新
婚
さ
ん

塩
、
・

に
よ
つ
て
脈
、
｝
神
火
が
点
火
さ
れ
た
。

火
が
燃
え
終
る
こ
ろ
、
こ
の
灰
を

雪
と
混
ぜ
て
ス
ミ
を
作
り
「
お
め

で
と
う
」
と
言
い
な
が
ら
だ
れ
か

れ
な
く
顔
に
ス
ミ
を
ぬ
り
つ
け
、

無
病
息
災
を
祈
っ
た
。

　
こ
の
行
事
は
毎
年
、
県
内
外
か

ら
多
勢
の
観
光
客
が
お
と
づ
れ
て

い
た
が
、
今
年
は
豪
雪
の
影
響
で

昨
年
よ
り
約
百
人
少
な
い
三
百
人

の
人
出
と
な
っ
た
。

　
二
月
二
十
一
日
（
木
）
か
ら

　
四
月
十
日
（
水
）
ま
で
。

▽
授
業
料
無
料

▽
修
学
奨
励

　
修
学
奨
励
金
の
貸
与
制
度
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

＊
入
学
案
内
お
よ
び
入
学
願
書
の

　
請
求
は
、
返
信
用
封
筒
（
七
〇

　
円
切
手
を
は
り
宛
名
を
明
記
）

　
を
同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ

　
い
。〒
九
四
三
・
上
越
市
南
城
町
三

丁
目
三
番
八
号
　
新
潟
県
立
南

城
高
等
学
校
通
信
制

を
つ
く
っ
た
が
、
中
で
も
老
人
の

ボ
ケ
を
防
止
す
る
「
爽
頭
丸
”
そ

う
ず
が
ん
」
や
体
内
の
毒
素
を
排

出
し
て
胃
の
働
き
を
活
発
に
す
る

「
活
散
閥
か
っ
さ
ん
」
な
ど
の
薬

が
あ
る
。

　
種
村
さ
ん
は
、
ガ
ン
の
治
療
は

漢
方
で
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
ガ
ン
に
有
効
な
薬

草
の
発
見
と
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
神

経
痛
な
ど
の
難
病
に
苦
し
む
人
達

の
た
め
に
、
薬
湯
の
研
究
を
し
た

い
。
松
之
山
に
は
ヨ
モ
ギ
と
玄
米

の
粉
で
作
っ
た
餅
が
あ
る
、
ヨ
モ

ギ
の
薬
用
効
果
と
玄
米
の
栄
養
価

を
生
か
し
、
健
康
食
品
と
し
て
売

っ
て
は
ど
う
か
と
語
っ
て
い
た
。

「おめでとう」といいながら、スミを顔にぬり合い無病

息災を祈る（写真は滝沢和平さん撮影）

安全な除雪作業で

騰醤騰
‘！

η

（（

　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、

昨
年
末
か
ら
の
豪
雪
で
、
屋
根
の

除
雪
作
業
な
ど
で
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者

作
業
貝
に
安
全
に
作
業
す
る
よ
う

に
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

▽
作
業
を
始
め
る
前
に
建
物
の
所

　
有
者
と
、
作
業
者
で
建
物
の
構

　
造
、
雪
ピ
の
状
況
、
作
業
方
法

　
等
の
打
合
せ
を
す
る
。

▽
作
業
は
二
人
以
上
で
行
い
、
作

　
業
中
は
安
全
帯
を
着
用
す
る
。

▽
除
雪
機
械
の
運
転
は
資
格
の
有

　
る
人
が
行
う
。

・
V
・
T
・
V
・
Y
・
マ
予
・
マ
・
V
・
V
・
Y
・
V
・
V

中
越
地
区
の

　
　
電
話
帳
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
松
之
山
電
報
電
話
局
で
は
、
中

越
地
区
の
電
話
帳
（
ハ
ロ
ー
ぺ
ー

ジ
五
十
音
別
）
を
先
着
二
十
五
名

に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
希
望

者
は
早
め
に
電
話
局
の
窓
口
へ
。

税
の
お
知
ら
せ

雪
害
を
受
け
た
住
宅
は

雑
損
控
除
で
減
税

松
之
山
は
薬
草
の
宝
庫

　
日
本
薬
用
植
物
研
究
会
の
会
長

で
あ
る
東
京
の
種
村
さ
ん
は
、
松

之
山
町
で
五
年
間
も
薬
用
植
物
の

研
究
を
続
け
て
い
る
。

　
種
村
さ
ん
は
大
学
の
薬
学
部
で

漢
方
を
研
究
し
へ
三
十
歳
の
時
医

師
に
見
離
な
さ
れ
た
『
人
の
女
性

蒔
、

砦

が
漢
方
薬
で
治
療
を
始
め
る
と
経

過
が
だ
ん
だ
ん
よ
く
な
っ
て
来
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
本
格
的
に
漢

方
の
勉
強
を
始
め
、
以
後
四
十
年

間
日
本
全
国
を
回
り
薬
用
植
物
の

調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。

　
松
之
山
は
薬
草
が
豊
富
に
あ
り

ψの
薬用植物の研究40年

種村三代士さん（69歳）

　「松之山町松之山」

三
千
六
百
種
類
を

確
認
し
た
。
中
に

は
た
い
へ
ん
珍
し

い
植
物
も
あ
る
と

い
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
漢
方
薬

　
雪
害
（
除
排
雪
費
用
も
含
む
）

等
に
よ
り
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に

損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
雑
損

控
除
で
一
定
の
金
額
（
差
引
損
失

額
か
ら
合
計
所
得
金
額
の
十
幹
を

引
い
た
額
と
、
差
引
損
失
額
の
う

ち
災
害
関
連
支
出
の
金
額
か
ら
五

万
円
を
引
い
た
金
額
と
の
い
ず
れ

か
多
い
方
の
金
額
）
が
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
控
除
を

受
け
る
場
合
に
は
、
災
害
に
関
連

し
て
や
む
を
得
な
い
支
出
を
し
た

金
額
に
つ
い
て
領
収
証
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
固
定
資
産
税

　
縦
覧
期
問
と
納
期
が
延
期

　
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
く
負

担
調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、
昭
和

六
十
年
度
税
制
改
正
法
案
が
国
会

に
お
い
て
可
決
成
立
す
る
ま
で
は
、

不
確
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
を
、

四
月
八
日
（
月
）
か
ら
四
月
二
十

七
日
（
土
）
ま
で
の
二
十
日
間
に

延
期
し
ま
す
。

　
な
お
、
縦
覧
期
間
の
延
期
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
の
次
期
の
納
期

を
五
月
十
六
日
か
ら
五
月
三
十
｝

日
ま
で
延
期
し
ま
す
。

回
答
書
を
出
し
た

農
業
所
得
者
は

収
支
内
訳
書
の
作
成
は
不
要

　
事
業
所
得
者
等
（
青
色
申
告
者

を
除
き
ま
す
）
が
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
所
得

に
係
る
収
支
内
訳
書
．
（
総
収
入
金

額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
書
類
）
を
添
付
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
農
業
所
得
者
で
役

場
へ
課
税
基
本
の
回
答
書
等
（
農

機
具
な
ら
び
に
畜
産
、
出
稼
等
の

調
）
を
昨
年
秋
に
提
出
済
で
、
農

業
所
得
標
準
に
よ
っ
て
申
告
さ
れ

る
方
は
、
収
支
内
訳
書
の
作
成
・

提
出
は
必
要
あ
肌
ま
せ
ん
。



ー
o
o
寸
ー

（7）まつのやま

まつのやま（6）

小
正
月
の
伝
統
行
事

　
　
　
　
　
　
『
婦
投
げ
』

　
松
之
山
温
泉
の
奇
祭
「
婿
投
げ
」

と
「
す
み
ね
り
祭
」
が
、
今
年
も

一
月
十
五
日
午
後
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
た
．

　
午
後
二
時
す
ぎ
、
地
元
の
青
年

達
に
か
つ
が
れ
て
和
服
姿
の
婿
さ

　
　
礒
．
掴
『

　　6迎慈

ぞ
藤
謬

『
す
み
ぬ
ワ
祭
』

ん
二
人
（
佐
藤
正
男
さ
ん
と
高
橋

勉
さ
ん
）
が
薬
師
堂
に
到
着
、
お

神
酒
を
い
た
だ
い
た
後
胴
上
げ
さ

れ
、
薬
師
堂
前
の
五
肩
も
あ
る
ガ

ケ
下
に
”
一
、
二
の
三
”
の
か
け

声
と
と
も
ピ
投
げ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
》
7
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

通
信
制
の
生
徒
募
集

　
　
　
　
　
　
　
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校

　
県
立
高
田
南
城
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学
校
の
通

信
制
で
は
、
二
月
二
十
一
日
か
ら

昭
和
六
十
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度
生
徒
の
願
書
受
付

を
行
い
ま
す
。

　
通
信
制
課
程
は
、
働
き
な
が
ら

主
と
し
て
自
宅
で
受
け
る
通
信
教

育
で
、
高
等
学
校
の
学
力
と
卒
業

資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
入
学
資
格

一
、 二の三のかけ声で5メートルもあるガケに婿を
投げる荒っぽい行事

　
中
学
卒
業
（
見
込
）
ま
た
は
、

　
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有

　
す
る
者
。
性
別
、
年
齢
に
制
限

　
な
し
。

▽
募
集
コ
ー
ス

●
卒
業
コ
ー
ス
（
普
通
科
）

●
科
目
別
コ
ー
ス
（
希
望
す
る
｝

　
部
科
目
の
み
の
履
修
）

▽
願
書
受
付
期
間

麩

　
す
み
ぬ
り
祭
は
午
後
三
時
過
ぎ
、

婿
投
げ
の
あ
っ
た
す
ぐ
と
な
り
の

高
台
の
広
場
で
行
わ
れ
た
。

　
神
主
の
お
祓
い
の
後
、
高
さ
五

灯
ほ
ど
の
大
き
な
サ
イ
ノ
神
に
、

婿
投
げ
さ
れ
た
二
組
の
新
婚
さ
ん

塩
、
・

に
よ
つ
て
脈
、
｝
神
火
が
点
火
さ
れ
た
。

火
が
燃
え
終
る
こ
ろ
、
こ
の
灰
を

雪
と
混
ぜ
て
ス
ミ
を
作
り
「
お
め

で
と
う
」
と
言
い
な
が
ら
だ
れ
か

れ
な
く
顔
に
ス
ミ
を
ぬ
り
つ
け
、

無
病
息
災
を
祈
っ
た
。

　
こ
の
行
事
は
毎
年
、
県
内
外
か

ら
多
勢
の
観
光
客
が
お
と
づ
れ
て

い
た
が
、
今
年
は
豪
雪
の
影
響
で

昨
年
よ
り
約
百
人
少
な
い
三
百
人

の
人
出
と
な
っ
た
。

　
二
月
二
十
一
日
（
木
）
か
ら

　
四
月
十
日
（
水
）
ま
で
。

▽
授
業
料
無
料

▽
修
学
奨
励

　
修
学
奨
励
金
の
貸
与
制
度
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

＊
入
学
案
内
お
よ
び
入
学
願
書
の

　
請
求
は
、
返
信
用
封
筒
（
七
〇

　
円
切
手
を
は
り
宛
名
を
明
記
）

　
を
同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ

　
い
。〒
九
四
三
・
上
越
市
南
城
町
三

丁
目
三
番
八
号
　
新
潟
県
立
南

城
高
等
学
校
通
信
制

を
つ
く
っ
た
が
、
中
で
も
老
人
の

ボ
ケ
を
防
止
す
る
「
爽
頭
丸
”
そ

う
ず
が
ん
」
や
体
内
の
毒
素
を
排

出
し
て
胃
の
働
き
を
活
発
に
す
る

「
活
散
閥
か
っ
さ
ん
」
な
ど
の
薬

が
あ
る
。

　
種
村
さ
ん
は
、
ガ
ン
の
治
療
は

漢
方
で
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
ガ
ン
に
有
効
な
薬

草
の
発
見
と
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
神

経
痛
な
ど
の
難
病
に
苦
し
む
人
達

の
た
め
に
、
薬
湯
の
研
究
を
し
た

い
。
松
之
山
に
は
ヨ
モ
ギ
と
玄
米

の
粉
で
作
っ
た
餅
が
あ
る
、
ヨ
モ

ギ
の
薬
用
効
果
と
玄
米
の
栄
養
価

を
生
か
し
、
健
康
食
品
と
し
て
売

っ
て
は
ど
う
か
と
語
っ
て
い
た
。

「おめでとう」といいながら、スミを顔にぬり合い無病

息災を祈る（写真は滝沢和平さん撮影）

安全な除雪作業で

騰醤騰
‘！

η

（（

　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、

昨
年
末
か
ら
の
豪
雪
で
、
屋
根
の

除
雪
作
業
な
ど
で
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者

作
業
貝
に
安
全
に
作
業
す
る
よ
う

に
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

▽
作
業
を
始
め
る
前
に
建
物
の
所

　
有
者
と
、
作
業
者
で
建
物
の
構

　
造
、
雪
ピ
の
状
況
、
作
業
方
法

　
等
の
打
合
せ
を
す
る
。

▽
作
業
は
二
人
以
上
で
行
い
、
作

　
業
中
は
安
全
帯
を
着
用
す
る
。

▽
除
雪
機
械
の
運
転
は
資
格
の
有

　
る
人
が
行
う
。

・
V
・
T
・
V
・
Y
・
マ
予
・
マ
・
V
・
V
・
Y
・
V
・
V

中
越
地
区
の

　
　
電
話
帳
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
松
之
山
電
報
電
話
局
で
は
、
中

越
地
区
の
電
話
帳
（
ハ
ロ
ー
ぺ
ー

ジ
五
十
音
別
）
を
先
着
二
十
五
名

に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
希
望

者
は
早
め
に
電
話
局
の
窓
口
へ
。

税
の
お
知
ら
せ

雪
害
を
受
け
た
住
宅
は

雑
損
控
除
で
減
税

松
之
山
は
薬
草
の
宝
庫

　
日
本
薬
用
植
物
研
究
会
の
会
長

で
あ
る
東
京
の
種
村
さ
ん
は
、
松

之
山
町
で
五
年
間
も
薬
用
植
物
の

研
究
を
続
け
て
い
る
。

　
種
村
さ
ん
は
大
学
の
薬
学
部
で

漢
方
を
研
究
し
へ
三
十
歳
の
時
医

師
に
見
離
な
さ
れ
た
『
人
の
女
性

蒔
、

砦

が
漢
方
薬
で
治
療
を
始
め
る
と
経

過
が
だ
ん
だ
ん
よ
く
な
っ
て
来
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
本
格
的
に
漢

方
の
勉
強
を
始
め
、
以
後
四
十
年

間
日
本
全
国
を
回
り
薬
用
植
物
の

調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。

　
松
之
山
は
薬
草
が
豊
富
に
あ
り

ψの
薬用植物の研究40年

種村三代士さん（69歳）

　「松之山町松之山」

三
千
六
百
種
類
を

確
認
し
た
。
中
に

は
た
い
へ
ん
珍
し

い
植
物
も
あ
る
と

い
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
漢
方
薬

　
雪
害
（
除
排
雪
費
用
も
含
む
）

等
に
よ
り
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に

損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
雑
損

控
除
で
一
定
の
金
額
（
差
引
損
失

額
か
ら
合
計
所
得
金
額
の
十
幹
を

引
い
た
額
と
、
差
引
損
失
額
の
う

ち
災
害
関
連
支
出
の
金
額
か
ら
五

万
円
を
引
い
た
金
額
と
の
い
ず
れ

か
多
い
方
の
金
額
）
が
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
控
除
を

受
け
る
場
合
に
は
、
災
害
に
関
連

し
て
や
む
を
得
な
い
支
出
を
し
た

金
額
に
つ
い
て
領
収
証
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
固
定
資
産
税

　
縦
覧
期
問
と
納
期
が
延
期

　
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
く
負

担
調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、
昭
和

六
十
年
度
税
制
改
正
法
案
が
国
会

に
お
い
て
可
決
成
立
す
る
ま
で
は
、

不
確
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
を
、

四
月
八
日
（
月
）
か
ら
四
月
二
十

七
日
（
土
）
ま
で
の
二
十
日
間
に

延
期
し
ま
す
。

　
な
お
、
縦
覧
期
間
の
延
期
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
の
次
期
の
納
期

を
五
月
十
六
日
か
ら
五
月
三
十
｝

日
ま
で
延
期
し
ま
す
。

回
答
書
を
出
し
た

農
業
所
得
者
は

収
支
内
訳
書
の
作
成
は
不
要

　
事
業
所
得
者
等
（
青
色
申
告
者

を
除
き
ま
す
）
が
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
所
得

に
係
る
収
支
内
訳
書
．
（
総
収
入
金

額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
書
類
）
を
添
付
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
農
業
所
得
者
で
役

場
へ
課
税
基
本
の
回
答
書
等
（
農

機
具
な
ら
び
に
畜
産
、
出
稼
等
の

調
）
を
昨
年
秋
に
提
出
済
で
、
農

業
所
得
標
準
に
よ
っ
て
申
告
さ
れ

る
方
は
、
収
支
内
訳
書
の
作
成
・

提
出
は
必
要
あ
肌
ま
せ
ん
。
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初期の自覚症状はありません
　　　　　尿検査で早期発見を〃

東京女子医科大学教授・平田幸正

　
糖
尿
病
と
い
う
と
、
す
ぐ
肥
満

に
よ
る
ぜ
い
た
く
病
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
で
、
単
に
尿
に
糖
が
出
る
病

気
と
軽
く
見
が
ち
で
す
が
、
実
際

は
、
放
っ
て
お
け
ば
生
命
に
も
か

か
わ
る
怖
い
病
気
な
の
で
す
。

　
い
ま
日
本
に
は
約
三
百
万
人
の

糖
尿
病
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
、

や
は
り
多
い
の
は
四
十
歳
以
上
の

方
で
す
が
、
最
近
は
若
い
人
に
糖

尿
病
が
増
え
て
お
り
、
二
十
五
歳

を
過
ぎ
た
ら
要
注
意
と
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
女
性
の
方
に
も
増
え

て
い
ま
す
。
．
明
治
時
代
の
日
本
で

は
、
糖
尿
病
は
男
八
に
対
し
て
女

一
と
い
う
統
計
だ
っ
た
の
で
す
が
、

現
在
は
ほ
ぽ
同
じ
比
率
な
の
で
す
。

　
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
糖
尿
病
は
体
の
代
謝
に
必

要
な
イ
ン
シ
ユ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
不
足
し
て
起
こ
る
病
気
で

す
。　
イ
ン
シ
ユ
リ
ン
は
、
す
い
臓
か

ら
出
る
ホ
ル
モ
ル
で
、
食
べ
物
を

体
の
中
で
糖
質
と
タ
ン
。
ハ
ク
質
、

脂
質
な
ど
に
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
利

用
す
る
と
き
柔
必
要
な
も
の
で
す
。

　
食
べ
物
を
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン

に
例
え
る
と
、
イ
ン
シ
ユ
リ
ン
は
、

ち
よ
う
ど
オ
イ
ル
の
役
割
り
を
果

た
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
オ
イ

ル
が
不
足
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
が
焼

き
つ
い
た
状
態
が
糖
尿
病
な
の
で

す
。　
糖
尿
病
患
者
の
多
く
は
「
イ
ン

ジ
ユ
リ
ン
非
依
存
型
糖
尿
病
」
で

す
が
、
も
と
も
と
生
ま
れ
つ
き
の

素
質
が
あ
り
、
こ
れ
に
肥
満
と
か

食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ

ス
、
そ
し
て
妊
娠
な
ど
の
誘
因
が

作
用
す
る
と
、
発
病
し
や
す
い
の

で
す
．

　
昔
か
ら
糖
尿
病
の
症
状
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
、
の
ど
が
渇
く
、

尿
の
量
が
多
い
、
夜
中
に
何
度
も

起
き
て
ト
イ
レ
に
行
く
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
れ
ば
、
こ
れ
は

も
う
典
型
的
な
症
状
で
、
か
な
り

重
い
糖
尿
病
に
な
う
て
い
ま
す
。

　
こ
の
典
型
的
な
症
状
が
さ
ら
に

進
む
と
、
合
併
症
が
出
て
き
ま
す
。

　
感
染
症
（
化
膿
し
や
す
く
な
る
）

そ
し
て
神
経
障
害
（
足
が
し
び
れ

ぬ
り
神
経
痛
に
な
る
）
さ
ら
に
進

む
と
眼
底
出
血
を
引
き
起
こ
し
、

失
明
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て

次
に
じ
ん
臓
が
や
ら
れ
尿
毒
症
で

壊
疸
（
え
そ
“
体
が
腐
る
こ
と
）

と
な
り
死
を
招
く
ケ
ー
ス
も
珍
し

く
な
い
の
で
す
。

　
｝
般
に
糖
尿
病
と
い
う
と
、
尿

に
糖
が
出
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
空
腹
時
に
は
尿
に
糖
が
出

な
い
と
い
う
軽
い
糖
尿
病
も
多
い

の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
検
査
の
日
は
、
朝

ご
は
ん
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
食

後
二
時
間
ぐ
ら
い
に
検
尿
す
る
こ

と
を
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
早
期
発
見
す
れ
ば
、

糖
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ

ほ
ど
騒
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
と
ん
ど
が
完
治
す
る
の
で
す
。

　
糖
尿
病
に
は
、
初
期
の
自
覚
症

状
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
十
年
間
、
自
分
が
糖
尿
病
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
あ
る
日

突
然
に
失
明
し
て
病
気
を
知
る
こ

と
も
ま
れ
で
は
な
い
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
怖
い
病
気
は

な
い
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
糖
尿
病
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
早
期
発
見
が
い
ち
ば
ん
の
方

法
な
の
で
す
．
・

　
年
に
一
回
の
検
尿
を
怠
っ
て
、

怖
い
病
気
を
招
く
か
、
そ
れ
を
阻

止
す
る
か
、
そ
れ
は
あ
な
た
の
気

持
ち
ひ
と
つ
に
か
か
っ
て
い
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
糖
尿
病
の
誘
発
原
因
と

な
る
太
り
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
に
、

ふ
だ
ん
か
ら
適
度
の
運
動
と
低
カ

ロ
リ
ー
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
は
車
社
会

に
よ
る
生
活
に
慣
れ
す
ぎ
て
、
歩

く
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
で
き
れ
ば
、
一
日
一
万
歩
を
実

行
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
糖
尿

病
は
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
か
ら

遠
の
い
て
い
く
こ
と
で
し
よ
う
。

（9）まつのやま

健
康
づ
く
り
は

運
動
と
力
ロ
リ
ー
の
自
己
管
理
か
ら

　
出
て
き
た
お
な
か
を
気
に
し
た

り
、
も
っ
と
ス
マ
ー
ト
に
な
り
た

い
と
願
っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
太
り
す
ぎ
の

怖
さ
は
、
体
の
線
が
崩
れ
る
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
臓
病

や
糖
尿
病
な
ど
「
成
人
病
」
を
引

き
起
こ
す
、
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

　
太
る
原
因
は
、
カ
ロ
リ
！
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
単
位
）
の
と
り
す
ぎ

と
運
動
不
足
で
す
。

使
わ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

　
　
　
体
に
蓄
え
ら
れ
る

　
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
脂
質
・
糖
質
・

タ
ン
パ
ク
質
の
三
つ
の
栄
養
素
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
栄
養

素
は
同
時
に
「
体
の
組
織
を
つ
く

る
」
と
い
う
働
き
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
体
に
と
り
入
れ
た

脂
質
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ

れ
な
い
と
、
体
に
蓄
え
ら
れ
、
肥

満
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
体
を
動
か
さ
な
い
人
は

　
　
　
　
積
極
的
な
運
動
を

　
一
人
ひ
と
り
の
運
動
量
は
、
食

事
の
内
容
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
一
日
の
う
ち
に
、
運
動

な
ど
で
消
費
を
心
が
け
た
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
目
安
が
あ
り
ま
す
（
下

表
）
．
　
生
活
活
動
の
程
度
が
一
の
「
軽

い
」
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
積
極

的
な
運
動
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄

え
な
い
努
力
が
必
要
で
す
。

　
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
ビ
ー
ル
一
本

　
　
　
　
徒
歩
三
十
分

　
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ら
半
分
、
炭

酸
飲
料
で
は
一
本
、
日
本
酒
で
O
・

五
合
に
相
当
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
に
は
、

な
わ
と
び
で
約
十
分
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ら
約
十
五
分
、
徒
歩
で
は
約

三
十
分
の
運
動
量
で
す
。

　
カ
ロ
リ
ー
を
多
く
と
っ
た
ら
、

そ
の
分
は
運
動
で
減
ら
し
、
健
康

な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
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初期の自覚症状はありません
　　　　　尿検査で早期発見を〃

東京女子医科大学教授・平田幸正

　
糖
尿
病
と
い
う
と
、
す
ぐ
肥
満

に
よ
る
ぜ
い
た
く
病
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
で
、
単
に
尿
に
糖
が
出
る
病

気
と
軽
く
見
が
ち
で
す
が
、
実
際

は
、
放
っ
て
お
け
ば
生
命
に
も
か

か
わ
る
怖
い
病
気
な
の
で
す
。

　
い
ま
日
本
に
は
約
三
百
万
人
の

糖
尿
病
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
、

や
は
り
多
い
の
は
四
十
歳
以
上
の

方
で
す
が
、
最
近
は
若
い
人
に
糖

尿
病
が
増
え
て
お
り
、
二
十
五
歳

を
過
ぎ
た
ら
要
注
意
と
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
女
性
の
方
に
も
増
え

て
い
ま
す
。
．
明
治
時
代
の
日
本
で

は
、
糖
尿
病
は
男
八
に
対
し
て
女

一
と
い
う
統
計
だ
っ
た
の
で
す
が
、

現
在
は
ほ
ぽ
同
じ
比
率
な
の
で
す
。

　
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
糖
尿
病
は
体
の
代
謝
に
必

要
な
イ
ン
シ
ユ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
不
足
し
て
起
こ
る
病
気
で

す
。　
イ
ン
シ
ユ
リ
ン
は
、
す
い
臓
か

ら
出
る
ホ
ル
モ
ル
で
、
食
べ
物
を

体
の
中
で
糖
質
と
タ
ン
。
ハ
ク
質
、

脂
質
な
ど
に
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
利

用
す
る
と
き
柔
必
要
な
も
の
で
す
。

　
食
べ
物
を
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン

に
例
え
る
と
、
イ
ン
シ
ユ
リ
ン
は
、

ち
よ
う
ど
オ
イ
ル
の
役
割
り
を
果

た
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
オ
イ

ル
が
不
足
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
が
焼

き
つ
い
た
状
態
が
糖
尿
病
な
の
で

す
。　
糖
尿
病
患
者
の
多
く
は
「
イ
ン

ジ
ユ
リ
ン
非
依
存
型
糖
尿
病
」
で

す
が
、
も
と
も
と
生
ま
れ
つ
き
の

素
質
が
あ
り
、
こ
れ
に
肥
満
と
か

食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ

ス
、
そ
し
て
妊
娠
な
ど
の
誘
因
が

作
用
す
る
と
、
発
病
し
や
す
い
の

で
す
．

　
昔
か
ら
糖
尿
病
の
症
状
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
、
の
ど
が
渇
く
、

尿
の
量
が
多
い
、
夜
中
に
何
度
も

起
き
て
ト
イ
レ
に
行
く
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
れ
ば
、
こ
れ
は

も
う
典
型
的
な
症
状
で
、
か
な
り

重
い
糖
尿
病
に
な
う
て
い
ま
す
。

　
こ
の
典
型
的
な
症
状
が
さ
ら
に

進
む
と
、
合
併
症
が
出
て
き
ま
す
。

　
感
染
症
（
化
膿
し
や
す
く
な
る
）

そ
し
て
神
経
障
害
（
足
が
し
び
れ

ぬ
り
神
経
痛
に
な
る
）
さ
ら
に
進

む
と
眼
底
出
血
を
引
き
起
こ
し
、

失
明
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て

次
に
じ
ん
臓
が
や
ら
れ
尿
毒
症
で

壊
疸
（
え
そ
“
体
が
腐
る
こ
と
）

と
な
り
死
を
招
く
ケ
ー
ス
も
珍
し

く
な
い
の
で
す
。

　
｝
般
に
糖
尿
病
と
い
う
と
、
尿

に
糖
が
出
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
空
腹
時
に
は
尿
に
糖
が
出

な
い
と
い
う
軽
い
糖
尿
病
も
多
い

の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
検
査
の
日
は
、
朝

ご
は
ん
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
食

後
二
時
間
ぐ
ら
い
に
検
尿
す
る
こ

と
を
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
早
期
発
見
す
れ
ば
、

糖
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ

ほ
ど
騒
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
と
ん
ど
が
完
治
す
る
の
で
す
。

　
糖
尿
病
に
は
、
初
期
の
自
覚
症

状
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
十
年
間
、
自
分
が
糖
尿
病
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
あ
る
日

突
然
に
失
明
し
て
病
気
を
知
る
こ

と
も
ま
れ
で
は
な
い
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
怖
い
病
気
は

な
い
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
糖
尿
病
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
早
期
発
見
が
い
ち
ば
ん
の
方

法
な
の
で
す
．
・

　
年
に
一
回
の
検
尿
を
怠
っ
て
、

怖
い
病
気
を
招
く
か
、
そ
れ
を
阻

止
す
る
か
、
そ
れ
は
あ
な
た
の
気

持
ち
ひ
と
つ
に
か
か
っ
て
い
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
糖
尿
病
の
誘
発
原
因
と

な
る
太
り
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
に
、

ふ
だ
ん
か
ら
適
度
の
運
動
と
低
カ

ロ
リ
ー
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
は
車
社
会

に
よ
る
生
活
に
慣
れ
す
ぎ
て
、
歩

く
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
で
き
れ
ば
、
一
日
一
万
歩
を
実

行
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
糖
尿

病
は
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
か
ら

遠
の
い
て
い
く
こ
と
で
し
よ
う
。

（9）まつのやま

健
康
づ
く
り
は

運
動
と
力
ロ
リ
ー
の
自
己
管
理
か
ら

　
出
て
き
た
お
な
か
を
気
に
し
た

り
、
も
っ
と
ス
マ
ー
ト
に
な
り
た

い
と
願
っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
太
り
す
ぎ
の

怖
さ
は
、
体
の
線
が
崩
れ
る
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
臓
病

や
糖
尿
病
な
ど
「
成
人
病
」
を
引

き
起
こ
す
、
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

　
太
る
原
因
は
、
カ
ロ
リ
！
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
単
位
）
の
と
り
す
ぎ

と
運
動
不
足
で
す
。

使
わ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

　
　
　
体
に
蓄
え
ら
れ
る

　
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
脂
質
・
糖
質
・

タ
ン
パ
ク
質
の
三
つ
の
栄
養
素
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
栄
養

素
は
同
時
に
「
体
の
組
織
を
つ
く

る
」
と
い
う
働
き
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
体
に
と
り
入
れ
た

脂
質
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ

れ
な
い
と
、
体
に
蓄
え
ら
れ
、
肥

満
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
体
を
動
か
さ
な
い
人
は

　
　
　
　
積
極
的
な
運
動
を

　
一
人
ひ
と
り
の
運
動
量
は
、
食

事
の
内
容
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
一
日
の
う
ち
に
、
運
動

な
ど
で
消
費
を
心
が
け
た
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
目
安
が
あ
り
ま
す
（
下

表
）
．
　
生
活
活
動
の
程
度
が
一
の
「
軽

い
」
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
積
極

的
な
運
動
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄

え
な
い
努
力
が
必
要
で
す
。

　
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
ビ
ー
ル
一
本

　
　
　
　
徒
歩
三
十
分

　
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ら
半
分
、
炭

酸
飲
料
で
は
一
本
、
日
本
酒
で
O
・

五
合
に
相
当
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
に
は
、

な
わ
と
び
で
約
十
分
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ら
約
十
五
分
、
徒
歩
で
は
約

三
十
分
の
運
動
量
で
す
。

　
カ
ロ
リ
ー
を
多
く
と
っ
た
ら
、

そ
の
分
は
運
動
で
減
ら
し
、
健
康

な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
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確
定
申
告
は
2
月
1
6
日
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で

　
昭
和
五
十
九
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
の
受
付
が
、
二
月
十
六

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限

は
三
月
＋
五
日
ま
で
で
す
が
、
期

限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
、
落
ち
つ
い
て
相
談

で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
は
で
き

る
だ
け
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
納
税
相
談
は
、
一
一

月
＋
八
日
か
ら
二
±
百
ま
で
役

場
で
行
い
ま
す
。
税
務
署
か
役
場

か
ら
案
内
通
知
の
あ
つ
た
人
は
、

指
定
さ
れ
た
日
時
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相

談
と
受
理
は
、
二
月
二
十
七
日
か

ら
三
月
八
日
ま
で
の
間
に
、
各
部

落
で
行
い
ま
す
．

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
一
年
間

の
所
得
を
正
し
く
計
算
し
て
自
ら

申
告
し
納
税
す
る
と
い
う
、
申
告

納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正
確

に
計
算
し
、
正
し
い
申
告
と
納
税

を
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
申
告
し
な
か
つ
た
り
、

間
違
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す

と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る

だ
け
で
な
く
、
無
申
告
加
算
税
ま

た
は
過
少
申
告
加
算
税
が
課
さ
れ
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
重
加
算
税
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。

納
税
相
談

▽
日
時

　
二
月
十
八
日
（
月
）
か
ら

　
二
月
二
十
二
日
ま
で
（
金
）

　
　
（
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半
）

▽
場
　
所
　
松
之
山
町
役
場

※
こ
の
納
税
相
談
は
、
所
得
税
の

　
確
定
申
告
者
だ
け
で
す
。

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相

　
談
と
受
理
は
、
二
月
二
十
七
日

　
か
ら
三
月
八
日
ま
で
の
間
に
各

　
部
落
で
行
い
ま
す
。

自動車税は

4月1日現在の登録で
課税

轟溺
　
自
動
車
税
で
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル

の
多
い
の
は
「
下
取
り
や
廃
車
に

出
し
て
、
手
元
に
な
い
の
に
自
動

車
税
が
か
か
っ
て
き
て
困
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
自
動
車
の
登
録
手
続
き

（
移
転
、
抹
消
登
録
）
を
第
三
者

に
任
せ
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合
は
買

受
人
）
に
か
か
り
ま
す
。
五
十
九

年
四
月
一
日
以
降
に
廃
車
や
下
取

り
に
出
し
た
車
が
あ
る
場
合
は
、

相
手
方
に
手
続
き
が
済
ん
で
い
る

か
ど
う
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
確
実
な
確
認
方
法
は
、
陸
運
事

務
所
長
岡
支
所
（
君
〇
二
五
八
－

二
二
ー
一
＝
一
二
）
か
ら
「
自
動

車
登
録
事
項
等
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
確
か
め
る
こ
と
で
す
。

　
証
明
手
数
料
は
一
件
二
百
円
で

す
。　

住
所
が
変
つ
た
ら

　
　
　
　
「
変
更
登
録
し
を

　
住
所
が
変
わ
り
車
の
「
変
更
登

録
」
・
を
申
請
す
る
所
は
、
陸
運
事

務
所
で
す
が
、
昨
年
四
月
一
日
以

降
、
住
所
変
更
さ
れ
た
方
で
、
ま

だ
こ
の
届
け
が
済
ん
で
い
な
い
方

（
軽
自
動
車
は
除
く
）
は
、
と
り

あ
え
ず
車
の
登
録
番
号
と
新
住
所

を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▽
連
絡
先

　
〒
九
四
三
・
上
越
市
本
城
町
五

　
番
六
号

　
上
越
財
務
事
務
所
　
収
税
課

　
台
〇
二
五
五
⊥
一
五
－
二
一
一
一
一

　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
が
大
切
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ

て
い
て
も
、
そ
れ
を
毎
回
の
食
卓

に
生
か
す
と
な
る
と
、
な
か
な
か

面
倒
な
も
の
で
す
。
そ
の
点
「
栄

養
三
色
パ
タ
ー
ン
」
を
取
り
入
れ

て
献
立
を
考
え
て
い
く
と
、
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
を
理
解
し
や
す
く
、

た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
栄
養
三
色
と
い
う
の
は
、
食
物

の
も
つ
栄
　
　
　
　
　
製
品
、
大

養
の
イ
メ

ー
ジ
を
赤
、

黄
、
緑
の

三
色
で
表

し
た
も
の
。

　
赤
は
血

や
肉
と
な

る
食
品
（
魚

介
類
、
肉

類
、
卵
、

牛
乳
、
乳

栄養三色
豆
製
品
）
、

黄
は
体

を
動
か
す

力
に
な
る

食
品
（
穀

類
、
い
も

類
、
油
脂
、

砂
糖
）
、

緑
は
体

の
調
子
を

整
え
る
食

品
（
緑
黄
野
菜
、
そ
の
他
の
野
菜
、

海
草
、
果
物
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意

味
し
ま
す
．

　
日
本
型
食
生
活
で
、
忘
れ
て
な

ら
な
い
の
が
、
み
そ
汁
で
す
。
例

え
ば
わ
か
め
の
み
そ
汁
は
、
わ
か

め
の
緑
、
み
そ
の
赤
、
ご
飯
の
黄

と
い
う
栄
養
三
色
が
あ
り
“
わ
か

・
め
に
は
ヨ
ー
ド
と
い
う
栄
養
素
や
塩

分
を
排
出
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す

身
障
者
職
業
訓
練
生
募
集

　
石
川
県
の
「
石
川
身
体
障
害
者

職
業
訓
練
校
」
で
は
、
昭
和
六
十

年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
る
。

　
こ
の
訓
練
校
は
、
身
体
に
障
害

の
あ
る
人
達
に
、
能
力
に
適
す
る

知
識
や
技
能
を
与
え
、
就
職
や
自

営
を
容
易
に
し
、
生
活
の
安
定
を

は
か
る
公
共
職
業
訓
練
施
設
で
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
に
、
日
本
海
側

で
は
初
め
て
設
置
さ
れ
た
国
立
県

営
の
施
設
。
授
業
料
は
無
料
で
全

寮
制
と
な
っ
て
い
る
。

▽
募
集
科
目

　
製
版
印
刷
科
、
一
般
事
務
科
、

　
ト
レ
ー
ス
科
、
電
子
機
器
科
、

　
洋
裁
科
、
陶
磁
器
科
。

▽
訓
練
期
間

　
一
年

▽
応
募
資
格

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
有
者
。

▽
募
集
期
問

　
三
月
末
日
ま
で
。

▽
特
典

　
入
校
中
は
、
諸
手
当
（
約
九
万

　
三
千
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
手
続
き

　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
お
間
い
合
せ

　
〒
九
二
一
　
石
川
県
石
川
郡
野

　
々
市
町
末
松
二
丁
目
　
石
川
身

　
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
へ
。

建設機械の
　　　　運転技能講習

労
働
安
全
衛
生

法
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
機
体

重
量
が
三
ト
ン
以

上
の
車
両
系
建
設

機
械
の
運
転
は
、

各
都
道
府
県
労
働

基
準
局
長
の
指
定

す
る
機
関
が
行
な

う
技
能
講
習
を
終

了
し
た
者
で
な
け

れ
ば
、
運
転
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
新
潟
労
働
基
準

局
長
指
定
教
習
機
関
の
建
設
業
労

働
災
害
防
止
協
会
新
潟
県
支
部
で

は
、
今
年
も
四
回
運
転
技
能
講
習

を
行
な
う
．

　
受
講
資
格
は
、
満
十
八
歳
以
上

の
男
子
。
申
し
込
み
は
二
月
十
二

日
か
ら
受
付
け
。

　
申
し
込
み
要
領
そ
の
他
の
お
問

い
合
せ
は
、
新
潟
市
学
校
町
二
番

町
新
潟
県
建
設
会
館
二
F
・
建
設

業
労
働
災
害
防
止
協
会
新
潟
県
支

部
（
台
〇
二
五
二
－
二
四
1
0
四

四
〇
）
へ
。

▽
開
催
日
時

〇
一
回
目
　
学
科
四
月
三
日
～
四

　
日
、
実
技
四
月
二
十
二
日
～
二

　
＋
六
日
．

〇
二
回
目
　
学
科
五
月
二
十
一
日

　
～
二
十
二
日
、
実
技
六
月
十
日

　
～
＋
四
日
．

〇
三
回
目
　
学
科
七
月
一
日
～
二

　
日
、
実
技
七
月
二
十
二
日
～
二

　
＋
六
日
。

〇
四
回
目
　
学
科
九
月
二
日
～
三

　
日
、
実
技
九
月
二
十
四
日
～
二
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▽
実
施
場
所

　
新
潟
市
新
崎
二
五
六
（
株
）
神

　
戸
製
鋼
所
・
新
潟
神
鋼
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
内
。

新
潟
県
の
最
低
賃
金
’

　
　
　
　
　
（
）
“
時
間
当
り

▽
新
潟
県
最
低
賃
金
（
全
産
業
）

　
三
、
二
四
九
円
　
（
四
〇
七
円
）

　
（
五
十
九
年
十
月
五
日
実
施
）

▽
食
品
製
造
業

　
三
、
五
六
九
円
（
四
四
七
円
Y

（
五
十
九
年
十
二
月
十
五
日
実
施
）

▽
繊
維
産
業

　
三
、
三
五
二
円
（
四
一
九
円
）

　
三
、
二
六
〇
円
（
四
〇
八
円
）

（
六
十
年
｝
月
二
日
実
施
）

▽
木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備

　
品
製
造
業

　
三
、
六
九
一
円
（
四
六
二
円
）

　
三
、
三
五
七
円
（
四
二
〇
円
）

（
五
十
九
年
十
二
月
二
十
九
日
実
施
）

▽
出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業

　
三
、
七
四
四
円
（
四
六
八
阿
）

　
三
、
三
八
七
円
（
四
二
四
円
）

（
五
十
九
年
十
二
月
十
五
日
実
施
）

▽
機
械
・
金
属
・
自
動
車
整
備
業

　
三
、
八
〇
六
円
（
四
七
六
円
）

（
六
十
年
一
月
三
日
実
施
）

▽
卸
売
業
・
小
売
業

　
三
、
四
九
皿
円
（
四
三
七
円
）

（
五
十
九
年
十
二
月
十
五
日
実
施
）



1
8
ー

まつのやま（101

確
定
申
告
は
2
月
1
6
日
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で

　
昭
和
五
十
九
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
の
受
付
が
、
二
月
十
六

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限

は
三
月
＋
五
日
ま
で
で
す
が
、
期

限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
、
落
ち
つ
い
て
相
談

で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
は
で
き

る
だ
け
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
納
税
相
談
は
、
一
一

月
＋
八
日
か
ら
二
±
百
ま
で
役

場
で
行
い
ま
す
。
税
務
署
か
役
場

か
ら
案
内
通
知
の
あ
つ
た
人
は
、

指
定
さ
れ
た
日
時
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相

談
と
受
理
は
、
二
月
二
十
七
日
か

ら
三
月
八
日
ま
で
の
間
に
、
各
部

落
で
行
い
ま
す
．

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
一
年
間

の
所
得
を
正
し
く
計
算
し
て
自
ら

申
告
し
納
税
す
る
と
い
う
、
申
告

納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正
確

に
計
算
し
、
正
し
い
申
告
と
納
税

を
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
申
告
し
な
か
つ
た
り
、

間
違
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す

と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る

だ
け
で
な
く
、
無
申
告
加
算
税
ま

た
は
過
少
申
告
加
算
税
が
課
さ
れ
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
重
加
算
税
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。

納
税
相
談

▽
日
時

　
二
月
十
八
日
（
月
）
か
ら

　
二
月
二
十
二
日
ま
で
（
金
）

　
　
（
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半
）

▽
場
　
所
　
松
之
山
町
役
場

※
こ
の
納
税
相
談
は
、
所
得
税
の

　
確
定
申
告
者
だ
け
で
す
。

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相

　
談
と
受
理
は
、
二
月
二
十
七
日

　
か
ら
三
月
八
日
ま
で
の
間
に
各

　
部
落
で
行
い
ま
す
。

自動車税は

4月1日現在の登録で
課税

轟溺
　
自
動
車
税
で
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル

の
多
い
の
は
「
下
取
り
や
廃
車
に

出
し
て
、
手
元
に
な
い
の
に
自
動

車
税
が
か
か
っ
て
き
て
困
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
自
動
車
の
登
録
手
続
き

（
移
転
、
抹
消
登
録
）
を
第
三
者

に
任
せ
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合
は
買

受
人
）
に
か
か
り
ま
す
。
五
十
九

年
四
月
一
日
以
降
に
廃
車
や
下
取

り
に
出
し
た
車
が
あ
る
場
合
は
、

相
手
方
に
手
続
き
が
済
ん
で
い
る

か
ど
う
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
確
実
な
確
認
方
法
は
、
陸
運
事

務
所
長
岡
支
所
（
君
〇
二
五
八
－

二
二
ー
一
＝
一
二
）
か
ら
「
自
動

車
登
録
事
項
等
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
確
か
め
る
こ
と
で
す
。

　
証
明
手
数
料
は
一
件
二
百
円
で

す
。　

住
所
が
変
つ
た
ら

　
　
　
　
「
変
更
登
録
し
を

　
住
所
が
変
わ
り
車
の
「
変
更
登

録
」
・
を
申
請
す
る
所
は
、
陸
運
事

務
所
で
す
が
、
昨
年
四
月
一
日
以

降
、
住
所
変
更
さ
れ
た
方
で
、
ま

だ
こ
の
届
け
が
済
ん
で
い
な
い
方

（
軽
自
動
車
は
除
く
）
は
、
と
り

あ
え
ず
車
の
登
録
番
号
と
新
住
所

を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▽
連
絡
先

　
〒
九
四
三
・
上
越
市
本
城
町
五

　
番
六
号

　
上
越
財
務
事
務
所
　
収
税
課

　
台
〇
二
五
五
⊥
一
五
－
二
一
一
一
一

　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
が
大
切
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ

て
い
て
も
、
そ
れ
を
毎
回
の
食
卓

に
生
か
す
と
な
る
と
、
な
か
な
か

面
倒
な
も
の
で
す
。
そ
の
点
「
栄

養
三
色
パ
タ
ー
ン
」
を
取
り
入
れ

て
献
立
を
考
え
て
い
く
と
、
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
を
理
解
し
や
す
く
、

た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
栄
養
三
色
と
い
う
の
は
、
食
物

の
も
つ
栄
　
　
　
　
　
製
品
、
大

養
の
イ
メ

ー
ジ
を
赤
、

黄
、
緑
の

三
色
で
表

し
た
も
の
。

　
赤
は
血

や
肉
と
な

る
食
品
（
魚

介
類
、
肉

類
、
卵
、

牛
乳
、
乳

栄養三色
豆
製
品
）
、

黄
は
体

を
動
か
す

力
に
な
る

食
品
（
穀

類
、
い
も

類
、
油
脂
、

砂
糖
）
、

緑
は
体

の
調
子
を

整
え
る
食

品
（
緑
黄
野
菜
、
そ
の
他
の
野
菜
、

海
草
、
果
物
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意

味
し
ま
す
．

　
日
本
型
食
生
活
で
、
忘
れ
て
な

ら
な
い
の
が
、
み
そ
汁
で
す
。
例

え
ば
わ
か
め
の
み
そ
汁
は
、
わ
か

め
の
緑
、
み
そ
の
赤
、
ご
飯
の
黄

と
い
う
栄
養
三
色
が
あ
り
“
わ
か

・
め
に
は
ヨ
ー
ド
と
い
う
栄
養
素
や
塩

分
を
排
出
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す

身
障
者
職
業
訓
練
生
募
集

　
石
川
県
の
「
石
川
身
体
障
害
者

職
業
訓
練
校
」
で
は
、
昭
和
六
十

年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
る
。

　
こ
の
訓
練
校
は
、
身
体
に
障
害

の
あ
る
人
達
に
、
能
力
に
適
す
る

知
識
や
技
能
を
与
え
、
就
職
や
自

営
を
容
易
に
し
、
生
活
の
安
定
を

は
か
る
公
共
職
業
訓
練
施
設
で
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
に
、
日
本
海
側

で
は
初
め
て
設
置
さ
れ
た
国
立
県

営
の
施
設
。
授
業
料
は
無
料
で
全

寮
制
と
な
っ
て
い
る
。

▽
募
集
科
目

　
製
版
印
刷
科
、
一
般
事
務
科
、

　
ト
レ
ー
ス
科
、
電
子
機
器
科
、

　
洋
裁
科
、
陶
磁
器
科
。

▽
訓
練
期
間

　
一
年

▽
応
募
資
格

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
有
者
。

▽
募
集
期
問

　
三
月
末
日
ま
で
。

▽
特
典

　
入
校
中
は
、
諸
手
当
（
約
九
万

　
三
千
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
手
続
き

　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
お
間
い
合
せ

　
〒
九
二
一
　
石
川
県
石
川
郡
野

　
々
市
町
末
松
二
丁
目
　
石
川
身

　
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
へ
。

建設機械の
　　　　運転技能講習

労
働
安
全
衛
生

法
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
機
体

重
量
が
三
ト
ン
以

上
の
車
両
系
建
設

機
械
の
運
転
は
、

各
都
道
府
県
労
働

基
準
局
長
の
指
定

す
る
機
関
が
行
な

う
技
能
講
習
を
終

了
し
た
者
で
な
け

れ
ば
、
運
転
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
新
潟
労
働
基
準

局
長
指
定
教
習
機
関
の
建
設
業
労

働
災
害
防
止
協
会
新
潟
県
支
部
で

は
、
今
年
も
四
回
運
転
技
能
講
習

を
行
な
う
．

　
受
講
資
格
は
、
満
十
八
歳
以
上

の
男
子
。
申
し
込
み
は
二
月
十
二

日
か
ら
受
付
け
。

　
申
し
込
み
要
領
そ
の
他
の
お
問

い
合
せ
は
、
新
潟
市
学
校
町
二
番

町
新
潟
県
建
設
会
館
二
F
・
建
設

業
労
働
災
害
防
止
協
会
新
潟
県
支

部
（
台
〇
二
五
二
－
二
四
1
0
四

四
〇
）
へ
。

▽
開
催
日
時

〇
一
回
目
　
学
科
四
月
三
日
～
四

　
日
、
実
技
四
月
二
十
二
日
～
二

　
＋
六
日
．

〇
二
回
目
　
学
科
五
月
二
十
一
日

　
～
二
十
二
日
、
実
技
六
月
十
日

　
～
＋
四
日
．

〇
三
回
目
　
学
科
七
月
一
日
～
二

　
日
、
実
技
七
月
二
十
二
日
～
二

　
＋
六
日
。

〇
四
回
目
　
学
科
九
月
二
日
～
三

　
日
、
実
技
九
月
二
十
四
日
～
二
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▽
実
施
場
所

　
新
潟
市
新
崎
二
五
六
（
株
）
神

　
戸
製
鋼
所
・
新
潟
神
鋼
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
内
。

新
潟
県
の
最
低
賃
金
’

　
　
　
　
　
（
）
“
時
間
当
り

▽
新
潟
県
最
低
賃
金
（
全
産
業
）

　
三
、
二
四
九
円
　
（
四
〇
七
円
）

　
（
五
十
九
年
十
月
五
日
実
施
）

▽
食
品
製
造
業

　
三
、
五
六
九
円
（
四
四
七
円
Y

（
五
十
九
年
十
二
月
十
五
日
実
施
）

▽
繊
維
産
業

　
三
、
三
五
二
円
（
四
一
九
円
）

　
三
、
二
六
〇
円
（
四
〇
八
円
）

（
六
十
年
｝
月
二
日
実
施
）

▽
木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備

　
品
製
造
業

　
三
、
六
九
一
円
（
四
六
二
円
）

　
三
、
三
五
七
円
（
四
二
〇
円
）

（
五
十
九
年
十
二
月
二
十
九
日
実
施
）

▽
出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業

　
三
、
七
四
四
円
（
四
六
八
阿
）

　
三
、
三
八
七
円
（
四
二
四
円
）

（
五
十
九
年
十
二
月
十
五
日
実
施
）

▽
機
械
・
金
属
・
自
動
車
整
備
業

　
三
、
八
〇
六
円
（
四
七
六
円
）

（
六
十
年
一
月
三
日
実
施
）

▽
卸
売
業
・
小
売
業

　
三
、
四
九
皿
円
（
四
三
七
円
）

（
五
十
九
年
十
二
月
十
五
日
実
施
）
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国
の
進
学
ロ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
金
融
公
庫

　
高
校
・
大
学
等
に
進
学
さ
れ
る

た
め
の
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
方

に
、
国
民
金
融
公
庫
で
は
「
進
学

資
金
貸
付
」
の
取
扱
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
今
春
高
校
・
短
大
・

大
学
・
各
種
専
修
学
校
の
進
学
（
予

定
）
者
を
持
つ
ご
家
族
と
な
っ
て

お
り
、
資
金
の
用
途
は
、
入
学
金

ほ
か
進
学
に
伴
う
諸
費
用
す
べ
て

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
収
入
に
制
限
（
六
百

万
円
以
内
、
事
業
所
得
者
の
方
は

四
百
四
十
万
円
以
内
）
が
あ
り
ま

す
。▼
融
資
額

　
一
進
学
者
あ
た
り
五
十
万
円
以

　
内
。

▼
貸
付
期
問

　
高
校
三
年
以
内
、
大
学
四
年
以

　
内
。

▼
利
率

　
年
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

▼
保
証
人

　
｝
名
以
上
（
保
証
基
金
を
利
用

　
す
れ
ば
保
証
人
不
要
）

▼
返
済
方
法

　
毎
月
元
利
均
等
返
済

▼
取
扱
期
間

　
六
＋
年
四
月
末
日
ま
で
．

▼
窓
　
口

　
国
民
金
融
公
庫
、
商
工
会

　
工
会
議
所
、
金
融
機
関
。

※
詳
し
く
は
、

商

　
　
　
　
　
国
民
金
融
公
庫

高
田
支
店
（
倉
二
四
ー
二
三
四

〇
）
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

今
年
は
国
際
青
年
年

1985

　
昭
和
六
十
年
は
、
国
連
が
定
め

た
国
際
青
年
年
で
す
。

　
東
京
・
日
本
青
年
館
で
一
月
十

テーマは
「参加・開発・平和」

五
日
国
際
青
年
年
の
開
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
政
府
は
こ
の
式

典
を
皮
切
り
に
、
一
年
間
「
参
加

　　「参加」とは、藍号年が個人として

また社会の・員として判断・決定す

る機会を確保すること。

　「開発」とは、青年が自らの人格

的成長をはぐくみ、個人の能力を高

めるとともに、地域や国σ）発展に貢

献すること。

　「平和」とは、青年が国際社会の

　・員として、国際交流や国際協力を

通して相”1理解を深め、’r和に貢献

すること。

　とされていますが、各国での具体

的目標については、これらのテーマ

を踏まえ、それぞ’れの国で決めるこ

とになっています。

開
発
・
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
未
来
を
築
く
、
そ
れ
は
い
つ
の

時
代
も
青
年
の
役
割
で
す
。
家
庭
・

地
域
社
会
・
国
際
社
会
な
ど
青
年

を
取
り
巻
く
「
社
会
」
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
青
年
が
自
ら
の
意
思
、

判
断
・
活
動
に
よ
っ
て
積
極
的
に

社
会
参
加
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
参
加
・
開
発
・
平
和
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
に
青
年
が
社
会
参

加
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、
ま
た
自

分
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
ど

の
よ
う
に
取
り
く
む
べ
き
か
。
国

際
青
年
年
へ
の
青
年
の
主
体
的
、

積
極
的
な
参
加
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
よ
み

一
－
月
の
で
き
こ
と

17975日日日日
29　28　23　21　18
日　日　日　日　、日

30
日

31
日

出
稼
者
の
再
赴
任
バ
ス

観
光
懇
談
会

選
挙
管
理
委
員
会

60
年
度
予
算
町
長
査
定

（
1
8
日
ま
で
）

上
越
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

雪
害
対
策
本
部
に
切
替

県
災
害
救
助
条
例
が
適
用

農
業
セ
ン
サ
ス
説
明
会

民
生
委
員
会

国
保
運
営
協
議
会

消
防
委
貝
会

藤
倉
で
火
災

農
業
委
員
会

議
会
建
設
委
員
会

議
会
産
経
委
員
会

■
2
月
の
予
定

31日日
18
日

24
日

議
会
総
民
委
貝
会

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会

名
古
屋
で
出
稼
者
リ
ー
ダ

ー
会
議

確
定
申
告
の
納
税
相
談

（
2
2
日
ま
で
）
．

東
京
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
i

会
議

駄


